
新規ビジネス立ち上げにおける基盤技術の研究開発は、市場競争力の根幹を成す重要なプロセスです
。近年、AI技術の進歩により論文検索の効率性が飛躍的に向上し、研究開発プロセス全体の加速化

が可能となっています 。本調査では、ブルームのタキソノミー理論に基づく「知識を理解す
る」「応用する」「創造する」の3段階における、AI論文検索ツールの戦略的活用法を体系的に分析
しました 。研究開発の効率化とイノベーション創出において、適切なタイミングでの最適なツー
ル選択が成功の鍵となることが明らかになりました 。

新規ビジネス立ち上げに向けた基盤技術の研究開発は、体系的なアプローチが必要です 。現代
の研究開発プロセスは、従来の線形的な進行から、より動的で反復的なサイクルへと進化しています

。

新規ビジネス研究開発の3段階とフェーズ構成

研究開発プロセスは「知識を理解する」「応用する」「創造する」の3つの主要段階で構成され、各
段階にはそれぞれ4つの具体的なフェーズが設定されています 。この構造化されたアプローチによ

新規ビジネス立ち上げに向けた基盤技術研究開発に
おけるAI論文検索ツール活用戦略
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り、技術開発の各段階で適切な意思決定を行い、リスクを最小化しながら効率的にイノベーションを
推進することが可能となります 。

プロジェクト開始時の基礎調査では、関連分野の基礎理論や概念の体系的理解が不可欠です 。
この段階では、Perplexity AIとSciSpaceの組み合わせが最も効果的です 。Perplexity AIは対話
型検索により、複雑な技術概念を分かりやすく説明してくれるため、新しい分野への参入時に有用で
す 。SciSpaceは論文との対話機能により、基礎文献の深い理解を支援します 。

市場分析段階では、ConsensusとElicitを活用して市場ニーズと技術課題の関連性を把握します
。Consensusは論文データベースから研究の合意度を分析し、市場で求められている技術の方向

性を明確にします 。Elicitは高精度な論文検索により、市場課題に対する学術的なアプローチを
効率的に収集できます 。

技術調査時にはConnected Papersが最適です 。このツールは論文間の関連性をネットワーク
図で可視化し、技術分野の全体像と最新動向を把握できます 。関連技術の発展経緯や今後の方
向性を理解することで、自社技術の位置づけを明確にできます 。

競合調査時にはSemantic Scholarを活用し、競合他社の研究動向と特許状況を調査します 。豊
富な無料論文データベースを活用して、競合の技術開発状況を包括的に把握できます 。ただ
し、検索精度の限界があるため、複数の情報源との組み合わせが重要です 。

技術選定時には、ElicitとSciSpaceを再度活用し、技術の適用可能性を詳細に評価します 。実装
事例の調査を通じて、技術的実現可能性を慎重に評価する必要があります 。この段階では、理
論と実際の応用事例との間のギャップを明確にすることが重要です 。

開発着手前にはChatPDFとAI Scholarを活用して、具体的な実装手法を理解します 。
ChatPDFは特定の論文PDFとの対話により、実装の詳細手順を確認できます 。AI Scholar は高
品質な論文に特化しており、信頼性の高い実装手法を確保できます 。
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実験計画時にはConsensusを活用して、実験手法の妥当性を検証します 。統計的検証方法の確
認と実験条件の適切性確認が重要です 。複数の研究結果から最適な実験設計アプローチを選択
できます 。

特許出願前にはScite.aiとTokkyo.Aiを活用した先行技術調査が不可欠です 。Scite.aiは引用の
質的分析により、特許の技術的価値を評価できます 。Tokkyo.Aiは特許情報との連携により、
特許回避戦略の立案を支援します 。

アイデア発想時にはAI ScientistやRD�Agentなど、最新のAI研究支援ツールを活用します 。こ
れらのツールは新規アイデアの発想支援と未開拓領域の特定に優れており、従来の発想を超えた革新
的なアプローチを提案できます 。ただし、アイデアの新規性検証は人間による慎重な評価が必
要です 。

新技術探索時にはElicitとPerplexity AIを組み合わせて、異分野技術の応用可能性を検討します
。革新的技術の探索において、従来の分野の境界を超えた視点が重要です 。技術的課題の

現実的評価を通じて、実現可能なイノベーションを創出します 。

ビジネス設計時と実用化検討時には、複数ツールの組み合わせや全ツール統合活用が効果的です
。技術と市場の新しい組み合わせ探索により、独自の事業モデルを構築します 。総合的な

情報収集と客観的な事業性評価が成功の鍵となります 。

実証実験設計フェーズ

�1� �3�

�16� �17�

�13� �16�

知財戦略立案フェーズ

�18� �12�

�12� �18�

�12� �18�

「創造する」段階でのAI論文検索ツール活用

新技術開発フェーズ

�19� �6�

�19� �6�

�19� �16�

イノベーション創出フェーズ

�1�

�3� �20� �21�

�5� �21�

事業モデル創造・成果の実用化フェーズ

�22� �22� �10�

�9� �11�

http://scite.ai/
http://tokkyo.ai/


AI論文検索ツールを活用した研究開発サイクル

各AI論文検索ツールは、専門性、使いやすさ、機能の豊富さという3つの軸で評価できます 。

AI論文検索ツールの比較と選定指針
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AI論文検索ツールの特徴マッピング - 専門性 vs 使いやすさ

ツール選択においては、プロジェクトの段階と目的に応じた最適化が重要です 。高専門性が求
められる応用・創造段階ではElicitやScite.aiが適しており、使いやすさを重視する初期段階では
Perplexity AIやConnected Papersが効果的です 。

料金体系も考慮すべき重要な要素であり、無料ツールの活用から始めて、必要に応じて有料版への移
行を検討する段階的なアプローチが推奨されます 。

AI論文検索ツール活用における最大の課題は、情報の信頼性確保です 。生成AIを活用する際の
注意点として、生成されたコンテンツの真偽性、機密情報の漏洩、著作権や倫理の侵害などが挙げら
れます 。検索結果のソースを確認し、真偽性について検証を行うことが必要です 。

研究におけるバイアスは、研究結果の妥当性や信頼性に重大な影響を与える可能性があります
。複数の情報源からの情報収集、異なる視点からの検証、批判的思考の維持が重要です 。

特に定性的研究においては、研究者バイアスと被験者バイアスの両方に注意が必要です 。
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各段階において推奨されるワークフローを体系的に実践することが、効果的な研究開発の実現につな
がります。知識理解段階では「広範囲検索→専門検索→関連論文追跡→情報整理」、応用段階では
「技術調査→実装事例確認→制約条件調査→リスク評価」、創造段階では「アイデア発想→新規性確
認→実現性検討→事業性評価」のフローが有効です 。

技術分野の急速な発展に対応するため、Google Scholarのアラート機能などを活用した継続的な情報
収集が重要です 。最新の研究動向を常に追跡し、プロジェクトの方向性を適時修正する柔軟
性が求められます 。

新規ビジネス立ち上げに向けた基盤技術の研究開発において、AI論文検索ツールの戦略的活用は、研
究効率の向上とイノベーション創出の加速に大きく貢献します 。「知識を理解する」「応用す
る」「創造する」の各段階で適切なツールを選択し、体系的なアプローチを実践することで、技術開
発の成功確率を大幅に向上させることができます 。

重要なのは、各段階の目的に応じたツールの使い分けと、人間の専門知識との効果的な組み合わせで
す 。AI技術は強力な支援ツールですが、最終的な判断と創造的思考は人間が担う必要がありま
す 。今後、AI技術のさらなる進歩により、研究開発プロセスの自動化が進展することが期待さ
れますが、人間とAIの協働による新たなイノベーション創出モデルの確立が、持続的な競争優位性の
源泉となるでしょう 。
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段階的アプローチの実践
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